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１年間の塾業界の出来事

2006年
4月

公開企業は増収・最高益続出！！

増収は16社、最高益は11社

　2006年３月28日付日本経済新聞に「学習塾・
予備校一九社の2005年度連結業績見通し」が掲載
された。
　見出しには「10社が経常益最高」と好調さがア
ピールされた。ゴールデンウィーク前に決算短信
を公表したのは市進、京進、進学会、アップ、昴、
リソー教育の６社。アップは上方修正で最高益企
業に仲間入りした。（リソー教育は決算期変更の
ため８ヵ月決算の変則のため増収増益のはずだが
分析から除外した。）現時点の予測では、減収は昴、
城南進学研究社の２社のみだ。

京進、早稲田アカデミー、東京個別指導学院が

絶好調

　前年度との比較は一般的なので、今回は前々年
度との比較を試みた。すなわち二年前と比較し
どれほど成長しているのだろう。売上高で京進が
143％、クリップコーポレーションが139％、早稲
田アカデミーが137％、東京個別指導学院が135％
と突出している。
　クリップコーポレーションは規模が小さく、か
つ螢雪ゼミナールの合併による結果と推測され
る。京進は個別指導のスクールワンを積極的に展
開したと考えられ、他の個別指導専門塾の健闘ぶ
りからも裏付けられる。市進の個太郎塾、アップ
の個別館を始め、グループ指導中心であった塾も
個別指導部門の拡充を図っている。こうした状況
下早稲田アカデミーが、集団指導で校舎展開を積
極的に行い、業績も向上させていることは注目に
値する。早稲田・慶応系列の高校受験で合格実績
を伸ばしたのみならず、開成高校の合格者もマニ
フェスト宣言をチラシに謳い果敢に挑戦して伸張

させている。積極的な校舎展開をしつつ、質を維
持させている教師教育やインセンティブをうまく
機能させた成果主義が効を奏しているようだ。中
学受験が再燃した首都圏でのＳＡＰＩＸ、日能研
などとの戦いが注目される。

学習塾が運営する学校が新たに３校開校

  学校法人湯梨浜学園（坂根徹学園長・鳥取県東
群湯梨浜町田畑）運営の中高一貫校「湯梨浜中学
校」「湯梨浜高校」が開校式、入学式を４月８日
に挙行した。
  同法人は鳥取県内で学習塾や予備校を経営して
いる伝習館代表の坂根徹氏が中心となって設立し
たもので、県内では米子北斗中学・高校に次いで
２番目、県中部・東部では初めての私立中高一貫
校だ。同校では湯梨浜町から小学校統合で廃校と
なった小学校の土地と校舎を10年間無償で借り受
け、開校に向けて改築、準備を進めてきた。中高
６年一貫の「特別進学コース」と、高校からの入
学者を対象にした「実力練成コース」を設け少数
による英才教育を目指している。

  学習塾のタカガワは経営破綻した学校法人多々
良学園（山口県防府市）が運営する多々良学園高
校の支援企業となったが、高川晶会長自ら同校の
新校長に就任し、４月10日、その入学式が行われ
た。

に設建舎校新。」るれ入を力に学進はらかれこ「  
伴う資金繰り悪化で民事再生法申請に追い込まれ
た多々良学園の再生について、高川会長はこんな
方針を出していて、経営を軌道に乗せるにはス
ポーツ中心の現状を変える必要があると見てい
る。まず目指すのは中等部設立による、中高一貫
教育の確立。進学分野を強化するには高校３年間

では不十分との判断。早ければ2007年度にも一学
年160の中等部を設立する準備を進めている。

鷗州塾（広島）の私立ＡＩＣＪ中学・高等学校が

開校式・入学式

  ４月８日、広島市下祇園駅前にある私立ＡＩＣ
Ｊ中学・高等学校（高等学校は2007年４月開校予
定）は中学校の開校式、入学式を行った。同中学
校は「国際的なエリート育成」をうたう男女共学
校。ＡＩＣＪとは「国際社会のための日本の学校」
という意味の頭文字で、来春には中高一貫教育に
なるが、授業は国語と社会以外は英語で行う。新
入生は春休みの２週間、外国人教師による準備授
業で英語を学んだ。
  約500人の志願者の中から選ばれた新入生には
開成、ラ・サールなど有名校に合格した生徒もいる。
  同学園の母体は中国地方最大手の学習塾、鷗州
コーポレーション（広島市中央区・宇津田敬二社
長）。同学園は経営難に陥った学校法人大下学園
の経営権を引き継いだ。中高一貫校は大下学園が
運営していた女子校、祇園高校（2008年廃校予定）
の施設を使う。

　小坂文部科学相は17日、中央教育審議会（文
科相の諮問機関）の総会に出席し、経済的理由で
塾に行けない小・中学生を支援するため、来年度
から退職した教員ＯＢによる学習指導を全国でス
タートさせる方針を正式に表明した。

　小坂文科相は「格差社会が論じられる中、『塾に
は行けないが、勉強したいという子に道をつけて
ほしい』という声を各地で聞いた」と紹介。その
上で、「団塊の世代が大量に定年退職する時期でも
あり、そうした子どもたちに手を差しのべる方法
を検討するよう省内に指示してある」と述べた。
（06年４月18日／読売新聞）

さなる（佐鳴予備校）が

10年連続所得ランキング第１位を達成

　全国私塾情報センター発行の「学習塾所得ラン
キング2006～2007」において、さなる＝佐鳴予
備校（佐藤イサク代表、本部：東京都新宿区）が、
所得額26億円で9年連続第1位となった。また、
ランキングは個人情報保護法により、この年が最
後の発行となった。

東証一部の大手塾、秀英予備校が

北海道に続き、三重県に進出

　2006年夏期講習から四日市市や津市などを中
心に年間５～10校のペースで展開する。続いて
2007年春から宮城県に進出することが発表され

た。小中部を仙台市、塩釜市、多賀城市などに10
校舎以上を同時展開するという。2007年度はほか
に、新札幌本部校、新山梨本部校も開校する。同
社は現在、静岡・愛知・山梨・三重・岐阜・神奈川・
北海道の7道県に201校舎を展開し生徒数36,533
名を擁しているが、宮城県で8道県目。同社の渡
辺武社長は「全国24都道府県の県庁所在地を主な
ターゲットとして進出していきたい」と長期計画
を打ち出している。

【訃報】札幌セミナー 社長　奥山 義則 氏

　７月20日、札幌セミナーの奥山義則社長が心筋
梗塞で急逝。49歳という若さだった。同氏はビジ
ネス感覚に優れ、業界仲間からも慕われ次世代の
リーダーとして期待されていたが、あまりにも早す
ぎる死に、盛大な葬儀は悲しかった。

学研が桐杏学園を買収

　８月27日、学研の子会社「学研クエスト」が㈱
アンセスと㈱アンセス幼児教育研究所（桐杏学園、
24校、1,300人、アンセス2005年３月期売上５億
8,300万円）を２億６千万円で買収した。初年度売
上目標は７億円。３ヵ年で拠点数を倍増する計画。

安全対策が急務

塾帰りの女子小学生が狙われる

　９月22日夕刻、たつの市で塾帰りの小４女児が男
に刺される。過去にも2001年８月の黒磯小２女児誘
拐事件、2004年３月の高崎小１女児の殺人事件、11
月奈良小１女児誘拐殺人事件、2005年11月広島小１
女児殺人事件（後の二人は学校帰り）。業界では、安
心メールや監視カメラが常識化したが、送迎バスの
復活や元警官のシルバー人材による塾から駅までの
生徒誘導など、各塾で工夫された安全対策が増えて
いる。塾内の人材管理においても、「引きこもり」的
な「おたく」や「少女趣味」「怪奇趣味」を持つ人材
がいないか、突然キレ易い教師はいないかなど、ア
ンケートやカウンセリングの強化が急がれる。

【訃報】寺小屋グループ 西坂眞美氏

　10月１日、四国愛媛県の寺小屋グループの西坂
眞美代表が闘病の末に亡くなった。56歳だった。
妻の和惠（かずえ）氏が継承した。
　塾人の高齢化が進み、継承問題は一層深刻な問
題となってきた。教務の充実を図り組織力を高め
るだけでなく、次世代のリーダーを育成していく
ことが急務。

大再編時代の予感

ナガセの四谷大塚買収

　10月2日、東進衛星予備校を展開する㈱ナガセ
（永瀬昭幸社長、本社：東京都武蔵野市）が、中
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